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浦久保：　橋爪先生は1970年の大阪万博

に感動して「将来は万博に関わる仕事が

したい」という思いから研究を続けられ、

2025年の大阪・関西万博の誘致に尽力さ

れました。橋爪先生が考える「いのち輝く

未来社会のデザイン」が意味するところ、

メッセージしたいものとは何でしょうか？

橋爪：　浦久保理事長がおっしゃるとお

り、私は公益社団法人2025年日本国際博

覧会協会が立ち上がる以前から、誘致段

階での計画立案に携わっていました。ほか

では言えない苦労話もたくさんあるので

すが、本日は申し上げられる範囲でお答え

させていただきます（笑）。

　そもそも万博というのは、時代とともに

テーマが変わってきています。1970年の大

阪万博もそうでしたが、19～20世紀は高度

成長した各国が最新の商品や技術を披露

する大規模な国際見本市でした。対して近

年の万博では「人類が直面する共通の課

題を解決する場とすること」が求められ、

テーマ設定が重要になってきています。

　大阪・関西万博のテーマ「いのち輝く未

来社会のデザイン」は、誰も取り残さず、一

人ひとり人生を充足できる社会を描こうと

するものです。いくつかの重要なキーワー

ドがあります。コンセプトとして「Co-crea 

tion（共創）」を掲げました。世界中の人々

が国境を越えて、新たなアイデアを創って

いこうという方法論です。対して目標とする

のが、会場を「Society 5.0」のモデルとなる

実験都市としようとするもの。「Society  

5.0」は経済界と経済産業省が提唱している

もので、IoT・AI・ビッグデータなどを駆使し、

新しい未来社会を日本から世界に発信し

ていこうとしています。一日あたり20万～25

万人の世界中の人々がリアルに参加する

会場計画に加えて、具体的には、サイバー

空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実世

界）を融合させたサイバー会場を用意、世

界中の80億人がリモートで万博にアクセス

できるようになることを提唱しました。

　私は「電気と万博」という本を出版しまし

た。過去を振り返ると、社会や生活様式が

変化する節目ごとに、万博会場で未来都

市のモデルが示されました。19世紀は産

業革命が拓く未来を、20世紀には電気の

普及による便利な社会が万博で示されま

した。スマホやパソコンは電気がなけれ

ば使い物にはなりません。私たちの文明

は、電気の所産です。大阪・関西万博は、新

たな電気文明のモデルを示す機会にもな

るでしょう。

浦久保：　本当に今回の新型コロナウイ

ルスの騒動で、2025年の大阪・関西万博

の重要性が高まっているように感じまし

た。この疫病に対して世界各国の対応が

違うなかで、「一人ひとりの命」という共通

テーマのイニシアチブを日本が取らなけ

ればならないと痛感しています。これこそ

まさに、世界中の人々が官民一体となり、

新たなアイデアを共創し、それをもとに経

済界の力で未来の社会をつくっていくべ

きですね。

橋爪：　おっしゃるとおりです。感染症対策

は大阪・関西万博のサブテーマのなかに

元々あったんです。世界共通の課題として、

新たな生活様式に関しても最先端のモデ

ルをこの万博で世界に発信していきたい

と思います。
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2025年 大阪・関西万博のテーマ
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今回は、大阪・関西の都市政策や都市文化に深い造詣を持ち、大阪府や大阪市の特別顧問としても長年にわたりさまざまな
プロジェクトを牽引してこられた橋爪紳也氏の仕事場にお邪魔し、大阪の未来と印刷業界の役割について語り合いました。
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浦久保 理事長 橋爪 紳也氏

「いのち輝く未来社会のデザイン」が目指すものとは
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浦久保：　すべての「いのち」が輝くため

には、少子高齢化やインバウンド対応、

外国人労働者問題など、現出するさまざ

まな課題に対しての解決策を見つける必

要があります。橋爪先生は「大阪は世界と

のつながりと関係を意識し異なる価値観

や新しい文化を混合させる寛容さによっ

て『ダイバーシティに富む』」とおっしゃっ

ています。この「ダイバーシティに富む」

感覚が今後ますます効力を発揮すると思

いますが、どうでしょうか？

橋爪：　私はミナミの繁華街で生まれ

育った大阪人です。客観的に他府県との

違いを見てみると、大阪はダイバーシ

ティに富んでいるといえます。商いの都

なので、大阪人は初対面でも最初から相

手の懐に飛び込んでいく傾向が強い。人

と人との距離感が最初から近い状態から

スタートします。できるだけフラットに信

頼関係を築こうとする文化があるといえ

ます。他では初対面ではある程度距離を

おきながら徐々に関係を深めていこうと

しますので、よく大阪人のことを「なれな

れしい」、「距離が近い」などと揶揄される

ことがあります。

　しかし、この大阪人気質があるからこ

そ多様性を推進していける。新しいアイ

デアは人と人との交流から生まれるんで

す。大阪人は二人称を一人称で表現する

ことがよくあります。相手のことをよく「自

分な！」と呼んだり、河内地域では「われ」

とか言いますよね。自分と相手の境界を

曖昧にしながら、相互に関係性を築いて

いくことを自然としています。このことか

ら、大阪はダイバーシティに富んだ都市

だといえるでしょう。

浦久保：　人と人とのコミュニケーション

を担う印刷業にとってもダイバーシティ

への対応は喫緊の課題となっています。

障がい者や高齢者、外国人など多様な人

（情報難民）に、平等に情報を届けるた

め、我々はメディア・ユニバーサルデザ

イン（MUD）などの取り組みを行ってい

ます。この取り組みを2025年までに全

国的に定着させて伝わる、分かるを実践

する「情報保障」を実現していこうと考え

ています。ダイバーシティにとって不自由

なくコミュニケーションが取れる「情報保

障」についてご意見をいただけますか？

橋爪：　トイレや非常口を示す、絵文字

や絵単語と呼ばれる「ピクトグラム」は、

1964年の東京オリンピック開催の際に、

世界で初めて採用されています。当時の

日本人の英語力では、外国人と十分なコ

ミュニケーションが取れる状態ではな

かったため、誰が見てもわかるマークを

作ろうと、競技種目や食堂などのピクトグ

ラムが考案されました。それが1970年の

大阪万博で全面的に採用され、国際標準

ピクトグラムのプロトタイプのひとつに

もなっています。このようなことから見て

も、私たちは多様な方法を用いて情報に

アクセスする方法やデザインの普及に貢

献してきたと言えます。浦久保理事長が

取り組まれている「情報保障」は、2025年

の大阪・関西万博で情報伝達分野におけ

る新たな取り組みとしてダイバーシティへ

貢献し、国際都市大阪を目指すうえでも

非常に重要なキーワードだと思います。

大阪の都市文化が日本社会や世界の課題解決に

万博を契機に大阪は、さらに魅力ある街になる
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浦久保：　橋爪先生は「大阪はコミュニ

ケーションをよくとる街」ともおっしゃっ

ています。「どこいくん」「ちょっとそこま

で」というように意味のない会話で距離

感を縮めていく。印刷業が取り組むMUD

などの「情報保障」は、まさしく、より良い

コミュニケーションを作り出す素地にな

ります。ご専門の都市計画・都市機能か

ら、印刷が担うべき役割をアドバイスし

ていただけますか？

橋爪：　先ほども申し上げましたが、大

阪人はコミュニケーション能力に長けて

います。ここに情報保障がミックスされる

ことによって、より強固なダイバーシティ

が形成されていくのではないでしょう

か？国連によるSDGsは2030年に達成

することと目標が定められており、大阪・

関西万博はその実現に貢献することをう

たっています。ただそれだけでは弱い！

　2030年以降を視野に入れた新たな議

論を立ち上げる時期になると思います。

私達は「SDGs＋ビヨンド」と掲げました。

　「いのち輝く未来社会のデザイン」を

テーマとする大阪・関西万博は、ある意

味でデザイン博でもあるのです。次代を

担う若い人たちが、未来社会をデザイン

する機会になればと思います。そこに

あって、MUDを含めたダイバーシティへ

の取り組みが求められているのだと思い

ます。

浦久保：　先生は万博がゴールではな

い、社会変革のスタートになるとも発言

されています。万博で「課題解決先進国」

として世界にアピールするために、印刷

業も「情報保障」をはじめ、多様な取り組

みを進めていきます。そして先生が望ま

れる「世界の人々が死ぬまでに一度は訪

れたい都市・大阪」になるために変革を

重ねていこうと考えています。

　本日はありがとうございました。
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